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自然エネルギー政策検証委員会 
主催：「自然エネルギー促進法」推進ネットワーク（GEN） 

協力：自然エネルギー促進議員連盟 

 

●趣旨・進行案 

 

○日時：2007年 12月 5日（水）10:00～12:00 

 

○場所：衆議院第 2議員会館第 4会議室（東京都千代田区永田町） 

 

○会合の狙い・目的： 

 「電気事業者による新エネルギー等の利用に関する特別措置法」（新エネ利用特措法、いわゆる RPS
法）の見直しは、低い目標値（2014年度）を定めて今年 3月に終了した。 
 現在は、来年からの第 1約束期間を控え、各省の審議会で京都議定書目標達成計画の評価・見直しが
行われているが、そこでは自然エネルギーの促進・拡大に関する議論はほとんど見られない。 
 このような政策の現状の下、日本の自然エネルギーは停滞を余儀なくされていると言わざるを得ない。 
 そこで、今回の「自然エネルギー政策検証委員会」では、京都議定書目標達成計画見直しの最新状況

などを踏まえて GENの提案を示し、自然エネルギー促進・拡大の前向きな方向を見出すことを目指す。 

 

○議事予定 

 1．開会、本委員会の目的・狙いなどの説明（GEN） 
 2．報告：京都議定書目標達成計画～自然エネルギー追加対策の提案（GEN・飯田哲也） 
 3．報告：京都議定書目標達成計画見直しの問題点（気候ネットワーク・畑直之） 
 4．質疑応答・議論 
   ・国会議員・政府・自然エネルギー事業者・電力会社などからの意見・コメント 
   ・全体的な質疑応答・議論 
 5．今後の予定等、閉会（GEN） 

 

○当日配布資料一覧 

 ▽趣旨・進行案（GEN）（本紙） 
 ▽参加予定者一覧（GEN）（本紙裏面） 
 ▽京都議定書目標達成計画～自然エネルギー追加対策の提案（GEN・飯田哲也） 
 ▽京都議定書目標達成計画の評価・見直しと自主行動計画フォローアップの問題点 
                               （気候ネットワーク・畑直之） 
 

以上 


